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＜Ａ３０％ Ｂ１５％  Ｃその他＞
(2) “塩”が４０ｇ入っている１０％の食塩水と、“塩”が４ｇ入っている２０％の食塩水を混ぜたら、その濃度はどうなりますか。 




(1) ２㎡の畑では“混み合い度”〔１本／㎡〕でチューリップを植えます。また、もう 1 つの２０㎡の畑では“混み合い度”〔２本
／㎡〕で植えます。２つの畑が合併した時、新しい畑のチューリップは、どのくらいの“混み合い度”〔本／㎡〕で植えられる
ことになりますか。















＜Ａ３０％ Ｂ１５％  Ｃその他＞
(2) “塩”が２０ｇ入っている１０％の食塩水と、“塩”が３０ｇ入っている２０％の食塩水を混ぜたら、その濃度はどうなります
か。
＜Ａ３０％ Ｂ１５％  Ｃその他＞
３.密度（チューリップの“混み合い度”）問題：以下の問題で、適当だと思うものに○をつけてください。
(1) ４㎡の畑では“混み合い度”〔１本／㎡〕でチューリップを植えます。また、もう 1 つの５㎡の畑では“混み合い度”〔２本／
㎡〕で植えます。２つの畑が合併した時、新しい畑のチューリップは、どのくらいの“混み合い度”〔本／㎡〕で植えられるこ
とになりますか。




＜Ａ３本／㎡  Ｂ１.５本／㎡  Ｃその他＞
FIGURE １ 事前テスト内容－「速さ」「濃さ」「密度」の平均問題（図略）
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前半：「速さ＝距離÷時間⇒時間＝距離÷速さ」 → 「60 ㎞÷60 ㎞／ｈ（時速 60 ㎞）＝1ｈ（1 時間）」 
後半：「速さ＝距離÷時間⇒時間＝距離÷速さ」 → 「60 ㎞÷40 ㎞／ｈ（時速 40 ㎞）＝1.5ｈ（1.5 時間）」 


















34 本（本数）÷ 29 ㎡（面積） ＝  約 1.17 本／㎡（“混み合い度”） 
「（約 1.1 本／㎡＋1.2 本／㎡）÷2＝1.15 本／㎡」ではありません。 
あくまで、“混み合い度”〔本／㎡〕は、どれだけの本数がどれだけの広さ（面積）に植えられているのかによって決まり








FIGURE ３ テキストの概要（図略） 
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差小G 差大G 差小G 差大G 差小G 差大G 差小G 差大G 差小G 差大G 差小G 差大G
A(相加) 0 0 0 0 2 2 4 1 0 1 2 2
B(相加平均) 8 11 11 14 7 4 7 4 12 8 9 5
C(他) 13(11) 9（2） 10（5） 6（2） 11（9） 14（4） 9（8） 14（4） 9（7） 10（6） 10（7） 12（5）




時間（土台量)提示 距離（全体量）提示 溶液（土台量)提示 溶質（全体量）提示 面積（土台量）提示 本数（全体量）提示
差小G 差大G 差小G 差大G 差小G 差大G 差小G 差大G 差小G 差大G 差小G 差大G
A(相加) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
B(相加平均) 0 0 0 2 0 0 1 3 2 0 3 2
C(他) 21(20) 20(16) 21(17) 18(12) 20(18) 19(11) 19(14) 15(4) 19(16) 20(11) 18(14) 17(8)




距離（全体量）提示 溶液（土台量)提示 溶質（全体量）提示 面積（土台量）提示 本数（全体量）提示
濃度










































































3 用法の型分けを示す。この 3 用法の内、“第 3
用法”が最も計算が難しいと言われている（小
































第１用法　割合 ＝ 全体量 ÷ 土台量
第２用法　全体量 ＝ 土台量 × 割合
第３用法　土台量 ＝ 全体量 ÷ 割合
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